
建設機械搭載型レーザスキャナによる
土工・舗装工事のリアルタイム出来形管理の実現
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背景：従来の出来形管理作業
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手作業による出来形管理 … 幅員管理、高さ管理、基準高管理、厚さ管理

課題： 多くの人手と時間が必要



背景：出来形管理への面管理の導入

出来形管理への地上型レーザスキャナによる面管理の導入

課題： 路床や路盤には積極的に導入されず

『要因』
①路床、路盤への適用が任意
②３次元データの計測から
合否判定までに、現状では
１日以上かかる
③計測機器が高価 路床

下層路盤
上層路盤

基層

中間層

表層
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目的：建設工事の生産性向上
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生産性向上を目的としたICT活用の取り組みにおいて、
３次元データ（3D設計データ、３D出来形データ）を活用することにより

品質管理の高度化等を図る技術を試行

舗装工の中間工程（路床工や路盤工）
での出来形管理の高度化

①面管理による出来形管理の品質向上

②迅速な施工品質の確認

③遠隔臨場による効率化

建設機械搭載型レーザスキャナによる
土工・舗装工事のリアルタイム出来形
管理の実現

①建設機械搭載型レーザスキャナで
3D出来形データを取得

② 3D出来形データのリアルタイム
処理

③クラウドによる情報共有
現場との通話による遠隔臨場

目的 試行・検証



試行技術の概要：システム構成
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建設機械搭載型レーザスキャナと簡素なシステム構成にて情報共有を実現



試行技術の概要：構成機器
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建設機械搭載型レーザスキャナと簡素なシステム構成にて情報共有を実現

建設機械搭載型レーザスキャナ
・小型軽量化
・耐環境 IP65
・路面計測範囲 ±2m
・計測精度 ±10mm以下
・高精度IMU、GNSS内蔵
・無線LAN対応

自動追尾型トータルステーション
無線LAN環境
制御処理装置（タブレットPC)

・自動追尾で計測位置を取得
・GNSS時刻連携で3D出来形
データを生成



試行技術の概要：計測状況
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建設機械搭載型レーザスキャナを搭載した建設機械を移動するだけで3D出来形データを取得

走行



試行技術の概要：現場での情報提供

計測処理装置（タブレットPC)にて、取得した3D出来形データの3次元表示が可能
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①レーザスキャナで計測したデータを無線
LAN経由で取得
②3次元点群処理（ノイズ処理、密度調整、
座標変換等）を行い3D出来形データを作成
③3D出来形データと3D設計データと比較し
たヒートマップを生成し3Dビューアで確認



試行技術の概要：遠隔地への情報提供、遠隔臨場への対応

現場で取得したデータをクラウドへ転送し、遠隔地からWebブラウザで現場状況が確認可能

レーザスキャナで計測されたデータを
無線LAN経由で取得し3次元点群処理
（ノイズ処理、密度調整、座標変換等）
を行い出来形評価ができるデータを作成
３D設計データと比較しヒートマップを
生成し、３Dビューアで確認できる

現場取得したデータを業務一覧として
表示し、地図上で図郭を選択可能

3D出来形データと3D設計データを
比較したヒートマップを3次元的に
表示 9



試行技術の導入効果：作業時間短縮の試算

(1) ICT舗装工の面管理による出来形管理における現地作業時間の短縮
現地作業（計測）時間の比較： 2時間（試行技術） ＜ 10時間（比較技術）

(2) ICT舗装工の面管理による出来形管理における3D出来形データの解析作業時間の短縮
データ解析作業時間の比較： 1時間（試行技術） ＜ 6.5時間（比較技術）
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※「H30年度より開始する事項」（ICT導入協議会(第6回)資料3、2018年3月）
ICT舗装工事の起工測量における時間短縮の例（施工面積4,320㎡）をもとに前田道路が作成

計測～解析：2日以上
⇒次工程は3日後

計測～解析：約1日
⇒次工程は翌日

計測～解析：数時間
⇒次工程は当日可能

試行技術により舗装工の中間工程の出来形管理の省力化、効率化が大幅に向上
地上型ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ比 72％減、移動体搭載型ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ(手押し台車式)比 32％減



11


